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はじめに  

１．景観計画ガイドラインとは 

（１）景観とは 

「景観」とは、私達のまわりに存在する環境が目に見えることであり、周辺に存在する自然環境

や都市環境、地域に根付く伝統文化、生活環境などその地域で活動する人々によって形成されてい

くものです。また、単純に見えるものだけでなく、その場所の音やにおいなども要素として含まれ

ます。つまり、「良い景観」とは、眺めがきれいなだけでなく、地域の個性や特色をわかりやすく

特徴づけるものであり、そこで生活している人々の愛着などが反映されたまちなみといえます。 

景観は世代を超えた市民共通の財産であり、良好な景観は今後も次世代へ受け継ぐため、市民み

んなで育んでいく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）目的・位置づけ 

本ガイドラインは、豊見城市景観計画の「Ⅲ章 良好な景観まちづくりのための基準」を補足・

解説をするものです。届出対象行為や景観形成基準をよりわかりやすく解説することにより、市

民・事業者・行政が共通認識をもち、市全体で良好な景観の形成を図ることを目的としています。 
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（３）ガイドラインの構成及び各項目の内容 

本ガイドラインは、下記のような内容で構成しています。 

 

 

 

 

 

スムーズな届出が行えるように、届出の流れ、および届出の対象

となる行為や規模を図で解説しています。 

第２章 

届出の流れ 

景観計画で定められている景観形成基準をどのように守るのか、

なぜ守るのかが理解できるように、基準を設定した目的や具体的

に配慮していただきたい内容について、図を用いてわかりやすく

示しています。 

第３章 

景観計画ガイドライン 

本市の良好な景観形成に向けての目標像と、地区特性に応じた建

築等の考え方などを示しています。 
第１章 

景観計画の概要 


